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 次に、SDGs に先行して行われた SDGs4・ESD 持続可能な開発のための教育の実例から
SDGs・国内の計画への市民社会のアプローチと計画への参画のプロセスを述べる。  
 また、SDGs に対するアプローチはどのようなものかについて、そして、これらからサス











や第 4 次産業革命(Indutrory4.0)によるソサエティ 5.0(Society 5.0)の問題などでマルチス
テークホルダーの協議が必須となりつつある。  
 2003-06 年の WSIS 国連世界情報社会会議、2005-2014 年の DESD 持続可能な開発のた
めの教育の 10 年、2015 年に決議された SDGs、2015 年の WCDRR 国連世界防災会議の
などでのマルチ セクター協働・地方自治体と CSO(Civil Society Organization)ネットワー
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策の実現や DESD 持続可能な開発のための教育の 10 年の最終提言において政策を行い、政
府の ESD 支援センターの実現などの政策実現・社会実装を行ってきた。[1]   
 まず、市民主体でバックキャスティングでの持続可能な開発のための教育のロードマップ
をつくり、政府の ESD 第 1 次国内実施計画だけでなく、ESDJ と地域や分野の異なるステ
ークホルダーで政府計画と ESDJ の ESD の 10 年計画を検討した。次に、地域や分野の異
なるステークホルダーでモデル検討し、アクションプログラム(行動計画・プロジェクト)の


























そして、岡山市域では SDGs4・ ESD 持続可能な開発のための教育のマルチステークホ
ルダーでのビジョンづくり、条例化などを実現し、自治体政策への実装が行われた。  
 地域での女性の反公害活動を基盤に、2006 年に北九州市域の市民が SDGs4・ESD 持続
可能な開発のための教育のための北九州 ESD 協議会をつくり、2007 年には北九州市域で
の持続可能な地域づくり・SD 持続可能な開発の ESD アクションプログラムとして「北九
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市民ネットワークの「SDGs ボトムアップ・アクションプラン 2018」[4]を SDGs 推進円卓
会議で提示し協議した。  
このようなアクションプランの提示と SDGs 推進円卓会議でのマルチステークホルダー





岡山市域では SDGs への取り組みは SDGs4・ESD 持続可能な開発のための教育の取り組み
を基本としている。「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するグローバル・アクショ
ン・プログラム」(ESD・GAP)の開始を受けて 2015 年 4 月に ESD アクションプログラム
としての「岡山 ESD プロジェクト 2015-2019 基本構想」を制定し、岡山市域ではマルチス
テークホルダーで SDGs を共通言語にして行動や協働を促す仕組みができつつある。(図 3)  
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 北九州市域の SDGs への取り組みは SDGs4・ESD 持続可能な開発のための教育と連携を
取りつつ行われている。「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するグローバル・アク






















3.SDGs 国連持続可能な開発目標に対するアプローチ  
 










 また、経団連はこれを支持し「企業行動憲章」の改定を行い、民間企業の SDGs の科学技
術イノベーションアプローチの取組を推進している。 
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ョアプローチについて述べたい。(図 5)  




 持続不可能な諸課題に取り組む SD 持続可能な開発








を規定した SDGs 実施目標 17「パートナーシップでの目標を達成」から逸脱している。 
  















(図 6)  











 ここでは、マルチステークホルダー問題解決型 SDGs を前提とした、SDGs のソーシャル
デザイン[9]について述べる。  












の SDG の実装である。[10] 
実際に岡山市域では、公民館における地域発の教育・学びと活動が、アクションプログラ
ム(ビジョンと計画)を形成し、それから条例制定や制度化など社会実装が行なわれた。  
 そして、SDGs のソーシャルデザインは SDGs4・ESD 持続可能な開発のための教育によ
って行われる。  
 SDGs4・ESD 持続可能な開発のための教育は、単に「教育」ではなく、地域問題の現場
での学びを SD 持続可能な開発や SDGs と関係づけながら、PBL 問題解決学習・プロジェ
クト学習(Project Based Learning・Problem Based Learning)により問題解決を行うもので
ある。  
実際に北九州市域では「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するグローバル・アク
ション・プログラム」 (ESD・GAP)をもとに「北九州 ESD アクションプラン 2015-2019」
(第 2 次)が制定された。  




(図 7)  
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 既実施の SDGs4・ESD 持続可能な開発のための教育において、岡山市域や北九州市域で
も地域での多様なアクションプログラム(ビジョンと計画)の試みから ESD グローバルアク
ションプログラム(ESD・GAP)をつくり、実施する試みがなされた。  
現在、次期の ESD グローバルアクションプログラム(ESD・GAP)である「ESD に関する
グローバル・アクション・プログラム 2030：SDGs の達成に向けて（GAP2030）」[12]が検
討されている。これは、SDGs4・ESD 持続可能な開発のための教育の目的を「17 の SDGs
の達成を通じてより公正で持続可能な社会を作ることである（5.2）」とし、「ESD は、SDGs
達成にとって批判的、構造的質問（critical and structural questions）を提起すること（5.5
～5.7）」となっている。  




施された GAP の 5 つの優先分野のパートナーシップネットワークを超えたマルチステーク
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ホルダーの活動で SDGs の教育での実現をはかる仕組であり、このことで SDGs の分野横













   
  20 世紀からの国内外で市民参画によるマルチステークホルダープロセスの計画策定を
もとに、市民社会はこれら SDGs 持続可能な開発目標のアプローチと計画への参画をマル
チステークホルダープロセスの市民参画と学びで行ってきた。  
 そして、市民社会はサステナブルでグローカルな SDGs のソーシャルデザインによって
SDGs の実現をはかりつつある。  
 市民社会は SDGs の計画へのアプーチと参画を、ナショナルレベルでは SDGs のバック
キャステイングのロードマップと政策実現の前例を市民の SDGs4・ESD の計画への参画の
プロセスで築いた。また、市民社会はローカルレベルでは ESD としての教育・学びによる
持続可能な地域づくりにもとづいた自治体政策への SDGs の実装の前例と市民の SDGs4・
ESD 計画への参画のプロセスのひとつを築いた。 
  
政府の「SDGs アクションプラン 2018」に対して SDGs 市民ネットワークは「SDGs ボト
ムアップ・アクションプラン 2018」を SDGs 推進円卓会議で提言したように、市民社会は
社会や制度のデザイン、社会実装を提言している。このようなプロセスで市民社会はマルチ








 これらをもとに、市民社会はマルチステークホルダー問題解決型 SDGs を前提とした
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SDGs のソーシャルデザインで SDGs を推進している。  
SDGs のソーシャルデザインのツールとして、SDGs ロードマップと ESD グローバルア
クションプログラム(ESD・GAP)などが考えられる。  








ルアプローチだけでは持続不可能な諸課題とソサエティ 5.0 に対応できない。  
 また、優先課題をトップダウンによって実施するような SDGs の推進は、SDGs のすすめ
方を規定した SDGs の実施目標 17「パートナーシップでの目標を達成」から逸脱している。 
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